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   In Japan, we have very few case reports of aniline tumor of the bladder, while many 
cases were reported in Europe and U.S.A. The reason why we have few might be that 
routine cystoscopic examination of dye workers was rare in Japan. 
   A dye worker, aged 39, was  first seen March 1,1957 for complaints of pollakisuria, 
miction pain and hematuria. Cystoscopic examination revealed a bladder tumor, which 
was removed through partial cystectomy at first. But 5 months later, unfortunately, multiple 
recidivance was noticed cystoscopically and the total cystectomy was performed. 
   Histological diagnosis was made to be a highly malignant carcinoma of trasitional cell 
type combined with undifferentiated cell groups which present remarkable intramuscular 
 infiltration and intravenous invasion. 
   Statistical and etiological problems were discussed.
緒 言
ア昌 リン色素工場 の工員に膀胱腫瘍 の発生す
る ことはふる く1895にRehnがは じめて フクシ
ン工場 の職工45名中に3名 の発生 をみ とめてい
らい今 日まで職業 病のひ とつ と して注 目をひい
て きた し,実 験的腫瘍学 の研究 にお いて もこの
問題 をかな りとりあげてきてい る.
資本主義 初期 の発展 とむすびついた染料工業
に内在 した こうい う欠陥 も諸外 国で は公衆衛生
の進歩に よつてほぼ克服 され たかにみ うけ られ
るが,わ が 国の染料工業 は労働衛生環境 の満足
でない中小企業 を中心 に行われ てお り,こ こに
報告 す る1例 もそ うした発癌物質に対す る不 充
=分な管理 と患者 の腫瘍形成素質 とがむす びつ い






Simon(1927)と報 告 が っ つ い て い る.な か で もLeu-
enbergerはBase1の外 科50年間 の膀 胱 腫 瘍 の50%
以 上 が ア ニ リy色 素 工 場 の職 工に 発 生 した もの で あ る
とのべ てい る.ド イ ツ政 府 が1925に衛生 状 態 を改 善 す
るた め の法 に よつ て工 場 内 の換 気,清 潔,被 蔽 され た
労 働着,入 浴 等 を強 制 し て のち 発 生 は 減 少 した.
英 国:-1926にYound,Russe1が化 学工 場,織 物
染料 工 場 に 多数 の膀 胱 腫 瘍 の発 生 を み とめ て い る.
米 國:-1931には じめ てWilmington地区 で 発見
し,1931～1933の聞 に532名の労 働 者 を 検 査 して25例
をみ っ け だ して い る.(VVashburn,WolfeandAn-
derson)
日本;一 西 村 が 某染 料 工 場 の職 工 に発 生 した 膀 胱 腫
瘍 の4例 を1939には じめ て報 告 し,実 験 的 研 究 で も山
碕 ・佐 藤(1937)をは じめ 酒井(1937),石 川(1939
),佐 谷(1940),西 村(1940),細 田(1942)およ































径 リンパ節,左 右陰嚢内容,会 陰部,前 立腺いずれも
異常をみとめない,尿 は軽度潤濁,蛋 白(±),沈 渣


































































統 計 的 考 察
例数=ア ニリy膀胱腫瘍の本邦報告例は第1表 に示




























ニ トロベyゼyか らア ニ リソを,ナ
フ ト'ル か ら ナ フチ ル ア ミyを っ く
る工 員
ア ニ リソお よび ア リザ ニ ソを 用 い る
上 絵 師
アニリン系申間物質製造工場工員
ア ニ リソ系色 素 α・ナ フチ ル ア ミソ,
コyゴ ロ・一ト,フ クシソ,サ フ ラ ニ






































乳 頭 腫 左尿管口付近










































































が,最 近 の研究では純粋 のアニ リンその ものに
は発癌性が な く,a-Naphthylamineのそれ も
きわ めて よわ い とされ ている.し か し工業 用染
料 の純度 は一般 に きわ めて低 い もので実 際に発
癌的に作 用す るのは単一 の物質 ではなか ろう.
これ らの物質 は呼吸 に よつて体 内に吸収 され る
い うことは定 説になつてい るが,膀 胱 へ の到達
経路 とか,何 故膀胱 にのみ親和性 を有す るか と
いうような点 は よくわ かつていない.い まここ
に発癌物質が血行 に よつて膀胱粘 膜 の終末 毛細
血管 に作 用す る とい う血行 説 と尿中 の物質が粘
































1)ア ニリン系色素を直接膀胱に作用 させ る発 癌
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